

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
足立区では自殺対策を生きる支援として取り組んでいます。
キャッチフレーズは、
気づく　つながる　いのちを守る　　です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
足立区で、平成１０年から２６年のこの１６年間で自殺で失われた人数は、２７２９人です。
自殺対策は待ったなしの状態です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
足立区が自殺対策に取り組むきっかけとなった３つの数値があります。

「１位　」　平成１８年、区内の自殺者が東京２３区内でワーストワンになってしまいました。
「１６１６人」、平成１０年から１０年間で自殺で失われた人数は、１６１６人でした。
これは、区内の一つの町会が丸々一つ消滅したのに匹敵します。
「７２％」　ライフリンクによる自死遺族の調査から、７２％の人が亡くなる前に何らかの相談機関を訪れていたと言う数値です。
つまり、「生きたい」と願いながらも、それをかなえることができなかった方々が７２パーセントいるということです。
「生きたい」と願い、相談窓口を訪れて模索しながらも、生き続ける為の活力が疲弊して奪われてしまっているのです。
そうした方々は、自殺したいとか、うつだから死にたいとか、そういった直接的な相談ではなく、多重債務や生活保護、介護保険の相談などの形で窓口を訪れています。
多くの相談窓口を持つ区役所は、自殺に追い込まれている方のSOSをキャッチできる最前線であることから、自殺対策に取り組まなければと考えました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　先程のビデオでもありましたが、足立区のめざす自殺対策都市型モデルについて説明いたします。
ライフリンクの自死遺族の聞き取り調査から、自殺に追い込まれていった方々の奇跡が明らかになりつつあります。
　自殺に追い込まれるまでに、平均して4つの要因が重なり合って自殺に至ることがわかりました。 
例えば、現在のように経済不況が続く時代ですから、事業不振に陥り、それを挽回しようと熱心に働くことで過労に陥り、その結果身体疾患となり、失業し、生活を続けるために仕方なく負債を抱え、その結果、うつ・自殺に至るなどです。
　つまり、自殺はこころが弱い人が選択した死ではなく、
いくつもの悩みを抱えた人が、うつ状態になるまで追い込まれた末の死であり、さけることの出来る死です。誰にでもおこりうる死です。
　行政でも複数の部署で連携し、こうした要因の連鎖を断ち切れれば、自殺を防ぐことができるのではないかというのが、足立区の取組みです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全戸訪問により、孤立を防ぐことも自殺予防には有効ですが、足立区は人口が多いですから、全戸訪問を対策の柱とすることが適切とは、いえません。
一方、都市部ですので、法律相談機関や福祉事務所、保健総合センターなど専門の相談窓口は身近に豊富にあります。

それぞれの職員が各窓口でSOSを受け止め、問題に応じた関係機関と連携することによって、課題解決に導こうというのが、都市型対策モデルの特徴の一つです。
これが、足立区が目指している都市型対策モデルです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
足立区の自殺の実態です。
足立区の自殺者数の推移です。これは、足立区の人口動態統計のですが、平成１０年にいっきに１９３人となりましたが、
その後若干の増減を繰り返し、平成22年から減少傾向となり、平成26年は142人となりました。

しかし、自殺者数が交通事故による死亡者数（折れ線グラフ）の８倍という状態は変わりありません。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
どの年代が増加傾向にあるかをみるために、年齢別、男女別の経年的な推移を見ています。

H21～H26　までの自殺者数の推移のグラフです。
左が男性、右が女性です。
男性は平成２１年から集中的に取り組んだ結果、減ってきました。
しかし、女性の40代70代の方が増加傾向にあります。
20歳未満は人数としては大きく伸びてはいませんが、自殺率、割合で見ると10年前と比べると2倍になっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、職業別のグラフです。
左が、H25、右がH26です。

赤いところ、主婦が増加しています。ただし、この主婦には失業中の女性も含まれていると見ています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、今年度、この3つの年代を重点的に取り組んでおります。

①一次予防として、20代までの男女
②家庭問題のある40代の女性、健康問題のある70代女性
③男性経済･生活問題のある40代から60代の男性です
こうした年代の方々は、他の層の方と比べてハイリスクの年代ですので、ぜひご注意ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都市型モデルの確立のため、具体的には4つの柱で取り組んでいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一つ目は、ゲートキーパー研修の実施です。
２３年度より、人材育成課と連携し、ゲートキーパー研修（初級）は、職員の研修と位置づけました。
初級は「まさか」から「もしや」の視点に変え、自殺のサインに気づけるようになることを目指し、
中級は自殺のサインに気づいたときに、 つなげられるようになること、
上級では、いくつもの要因を抱えて困っている方を的確に窓口につなげて、連携していのちを守れるようになる多分野合同研修です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日、研修終了後、ゲートキーパー缶バッチをお渡しいたします。
ぜひ、この研修の後にはゲートキーパーとしての自覚を持ち、名札のそばやバッグなどにつけて活動してください。
後ほど、ご案内いたしますので、忘れずにお受け取り下さい。

また、職員以外のみなさんには、修了証書をお渡しいたします。
修了証書の裏面には、福祉事務所や保健総合センターの電話番号なども記入してございますので、ご活用ください。
修了証書は、研修終了後、受付でお渡しいたします。
後ほど、ご案内いたしますので、忘れずにお受け取り下さい。





1
dinl

=BT HTIER

ez WEHEE- CCAEERD

N ﬁﬁé*g Eﬁn

T2, F&t, FHEOVCCIOME: -

O X E R ZIE
BR-4E-COBL

Linl
]
M

b
i
S
te
(2
op
>t
o
P
b

BEEONHERET BEDIC, A
EEYR- MEEvAEL, RRHES
H =/\ BPIZOBFELET.
‘ 40 HIJ 5:_ :9 —ATHEFIC. BEBICTERBES,
) ==
i =4 EmanE B % m

$

9A 7B (A) |FH10B~FH%3k . ::‘x..&a(‘ﬁn;:b\‘
EE*L—CL\ij-b\ r) 0) Fl:ﬁ ;/ oA sauoean ‘r—m1on%~q:a5 e o

| wmmmeus— om amz
98 98 (K) |£M10B~F®3m bt

JR - &8 - REUEMEFERN 5857 5
1@%”*5%%&%“0)%% .?FHO.E‘(*)‘:‘ fﬂmﬁffﬁaﬁ 7- _

9A 128 (L) x| AT 1 OB ~F4 305

“, 9R 138 (B) x| FH 1 OB~ 38
‘ E * %1 AWE - SEAL, FREBECEIMIET,

K2 FHOF®RSHURE T - ARBORBKIE.
EFYHR— FRERAMNRELET,

*3 FHEFETY, EESBI-ARLLEL,
i BREETIRAMNBYET, BomLHSTREEL, %QM%OBEEQ
HheHLDEDES
A smas < Blft bc_tﬂﬂﬂl TEL 3880 5705 e
_—

BUBSESAN  A~2ME FHOW-FRSN (RE. zzau« o
BUR@H HRMIM (1200051 EABHAKE 1~ 17 1) [T

W

RUR

A 2R


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当事者への支援策についてご説明します。
１つ目は、対面型相談支援事業として「雇用・生活・こころと法律の総合相談会」 を実施しています。
２つ目は、40歳より前の方を対象にした健診で「疲れているのに２週間以上、眠れないことがありますか？」という問診項目を導入し、働き盛りへのアプローチを行っています。
３つ目は、遺族支援です。「自殺」は、その身近な周囲の人たち、最低５人に影響を与えるといいます。心理的ダメージだけでなく、日常生活にも大きな変化を与えてしまいます。場合によってはご遺体を目撃していたり、事件を知った世間からの注目にさらされることもあります。結果として、こころを閉ざし、孤立しやすくなり、遺族自身が自殺のハイリスク者となります。
区では、そうした遺族の方が、安心してその気持ちを分かち合い、語り合い、新たな生活が築けるように「わかちあいの会とまり木」を実施しております。参加している方からは、親しい友人にも、誰にも話せなくてこころにひっかかっていたことが話せた。同じ立場のみなさんの前で話したらガマンしていた涙があふれてきた。という感想をうかがいました。
昨年度は、延べ59名の方が参加されました。
本日、あだちくらしとしごとの相談室と相談会のチラシを配布いたしました。後ほどご覧下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年度の総合相談会の結果です

福祉事務所や保健師といった区役所の職員の他に、法律の相談は弁護士、雇用の相談はハローワーク職員に協力をもらい、
いくつもの分野を同時に相談できる相談会になっています。

２６年度は、6・9・12・3月の年4回、　月～金の５日間　全２０日
足立区は失業者の自殺が多いことから、ハローワークのすぐ上にある会議室で行いました。
相談に訪れた方は、全部で172名。
雇用関係の相談はグっと減って、こころの相談や法律相談を希望の女性が多く来所されました。
その中で死にたい気持ちを持っている方が11人おりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
40歳前の健康づくり健診でのアプローチです。
26年度は受診者1749人。うつ状態等で医療機関が必要な方が16人いらっしゃいました。保健師が個別支援をしながら受診につなげています。
今年度からは40歳前の健診という中で同様の質問をしていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自殺対策の3つ目の柱、区民への啓発・周知です。

広報　特集号や生きる支援DVDの動画の配信などを行っております。 

先ほどご覧いただきましたＤＶＤは、２４年度作成した改訂版です。
こちらの広報は、都の広報コンクールで最優秀賞、初版DVDは、第一席を受賞しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、自殺対策強化月間である９月や３月に、本庁舎や区内１５館の地域図書館において、自殺の現状や自死遺族からのメッセージ等のパネル展示を行っています。
本日、ロビーにも同じものを展示しております。お帰りの前によかったら、ご覧下さい。

また、「あなたの大切な人眠れていますか」というメッセージ入りのリーフレットを入れ込んだポケットティッシュを区民まつりなどのイベントで配布しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
９・３月の強化月間では、啓発ポスターをバスの車内や駅などに掲示し、強化月間では区内の皆さんに周知、啓発できるよう、取り組んでいます。

ぜひ、ご覧下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、H２４年は、女性の自殺者が増加したため、その対策として、女性向け啓発カードを作成しました。
できるだけ多くの女性に手にとっていただけるようデザインを工夫しました。

女性の立ち寄りが多いと思われる区内の様々な場所に設置しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年度の取り組む層である女性向けの対策として、区役所内の女性トイレの個室にカードを設置しました。
毎日巡回しているのですが、平均すると、毎日15～20枚補充をしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
思春期向けの取り組みです。
これまで、区内都立高校との連携し、高校に出張して特別授業「自分を大切にしよう」という授業を実施してきました。

昨年度からは、教育委員会と連携し、いじめ対策と連動した一次予防の自殺予防対策として、
区内小・中学校において、特別授業「自分を大切にしよう」を実施しています。
全校での実施を目指しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自殺対策の４つ目の柱、ネットワークの強化です。　
区民のＳＯＳを窓口でキャッチして連携して解決するためには、連携体制の構築が必要です。
「自殺対策戦略会議」を中心に庁内各課、関係機関とのネットワークを組んでおります。
中心にある自殺対策戦略会議はライフリンク、区長、衛生部で構成され、自殺統計を分析し、重点的に取り組む層を定め、戦略を練りすすめています。　　
その結果を受けて、「こころといのち支援担当」が庁内各課、庁外の機関•団体との調整•コーディネートを行い実務をすすめています。

まだまだ十分とは言えませんが、足立区の自殺対策で鍵を握っているのは、異なる違う業務を行っている部署同士の連携です。
今後も、より多くの機関と顔と顔が見える連携をめざしていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、全庁で使用しております「つなぐ」シートについてです。
「つなぐ」シートは　複数の悩みのある人を次の窓口へ確実に紹介するための紹介状です。
２４年1月より、全庁で使用しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、「つなぐ」シートです。
連携先の相談窓口を「いつ・どこの・誰をたずねればいいか」をお伝えし、次の相談のハードルをさげ、確実に適切な窓口へつなげます。
病院でもらう紹介状のイメージです。
病院で紹介状をもらった経験のある方は、お分かりいただけると思います。
たとえば
頭痛があって病院に行きました。「痛み止めを出しておきます。しかしここでは、詳しい検査が出来ませんので、脳外科に行ってください」
と紹介されたとします。それだけですと、「脳外科の病院はどこにあるのだろうか。どこの病院のなに先生を訪ねていけばいいのか」と不安になる方が多いのではないでしょうか。
●●病院の●●先生へ　自分の状態も記入してある紹介状をもらうと安心して受診することができます。
「つなぐシート」は連携先の相談窓口を「いつ・どこの・誰をたずねればいいか」をお伝えし、次の相談のハードルをさげ、確実に適切な窓口へつなげるための紹介状です。
「つなぐ」シートを活用し、窓口同士が連携し「つなぐ」支援を行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
複数の悩みがあると気づいたら
できるだけ早い段階で、つまり、うつ、生活苦に陥る前に「つなぐ」シートを積極的に活用してください。

「つなぐ」シート、これは、自殺の心配がある人だけに使うものではありません。
複数の悩みをもった方にできるだけ早い段階で使うものです。


A=

CCAEMLTEDREEE

<Yz

i an B B . \

prern = Eﬂjc%« 7yILTWET,

BEOUBHEZOA R T ” “

[ -y Clapa Yo JREL T J]
(.
D & <)y — F
O 2EER
D &%
i 0 4ri%
iR R oh LS. ROERASEEAEDLESNL. DOAESRTEF - AR i OF&T
TELIRELEA. b I-%&,_
. O Edfis
» k- E o
FURF %
E& =3 2 (5 B-x [ZROHE]
p i)
= =8 | 1
eumoMkEiEE 04 IEL
FEREASMEE O ) DM ) O )

IﬁﬂTﬁE A a ) Blil:'F . Bbhoig I ate( ) OFFET( ) O RE ) OF i )
o ' o |ih A B( ) AMPM ~ mE 2
HEFHOEE {1 145 Bl 3 1 e i EI,, # # HL4F 14 F&

e ) OFRT b CIEEE ) OO (2% BLE
% | gm BHES ( )
CoAL L XEE Y EH A A )
T 15 WA E A B ) WEAL g

P _L:E_ AREODE O ) D& ) D17 )

BElm| - i::k ’ CIfrag( ) OFET ) e ) OO )

; |:.: _ Jode O =

.| = O SEEE
S I r—— 0 45
p g [[SEoHE] i 0 fri8
% OF&s7T
% Otk
_T 0O £ofil
[ Bl Rt Fobih o [mE L CHEL #E
s
R $nlr-'§l | [HERFL ! (&R E]
BlEhoiEE O F 'ﬁ" C1HEER gkl ol 1
T n _ | P - i L Bl e mE 1%L
] AL FEREASMEE O ) DB ) O )

* BEbni@mE OTrHT( ) LB ) CIF i )

- " ®meE ® R ISE[ A= 5 awew - mE 5y

Tlew e - E % fELE £ E

. v | &% e
i WHEE ) |\ am EREES ( )
(oA ESEN D R Bl (Zz Al X RE YA B A a)

——


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここについては、実際に使う職員向けにお話させていただきます。
そのほかのみなさんにも、こういった取組みがあるということをご承知おきいただければと思います。この「つなぐ」シートは、こころといのち支援係の定型文書に入っております。デスクトップにおとして活用してください。掲示板でも随時、案内しています。
　複数の悩みを抱えていると気がついたら本人に同意を得て、署名してもらいます 。　（ポインターで示す）
次の連携先の窓口に電話連絡し、相談受任の確認をとります。
相談者の都合に配慮し、相談日時を決めます。連携先の担当者名を明確にし、相談者に伝えます 。ここに記入します。（ポインターで示す）
連携先の窓口へ同行、または「つなぐ」シートを本人に渡し、次の相談窓口を案内します。連携先の窓口は、「つなぐ」シートを受け取り、相談内容を参考にして、対応します。さらに連携が必要な場合は、同様に次の連携先を案内してください。つなぐシートは、相談を受ける側もどんな内容の相談でどこの部署を経過してきたかが分かり、チームで支援することになるので、担当する職員の負担軽減にもなります。 
　相談終了後、シートのコピーを「こころといのち支援係」に送付下さい。相談結果を集約し連携した事例を共有することで、連携状況を分析し区民の多くが抱える問題と連鎖を浮き彫りにして、今後の対策に活用 していきます
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つなぐシートを使って
様々な窓口が連携して支援を行い、問題解決に向かっている事例です。
５０代男性　失業しﾛｰﾝが支払えない、死んでしまいたいと消費者センターに相談がありました。
消費者センターから、保健総合センターへつながり、不眠・うつがあったため精神科ｸﾘﾆｯｸへつながり
保健総合センターから生活費の相談で福祉事務所へつながり
ちょうど総合相談会があり、そこで多重債務について法テラス、仕事探しをハローワーク。
保険料の相談で国民健康保険課につながったという事例です。

まだ、件数としては、多くはありませんが、このような成功例が出ています。
このように、つなぐシートで連携した事例は、　H２6度は、87件でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「つなぐ」シートによって、より丁寧な「つなぐ」支援が可能となります。
しかし、うつ状態で一人で継続した相談ができない場合などは、支援が途切れてしまうことが多いのも事実です。

24年度より開始した「いのち支える寄り添い支援事業」についてご説明します。様々な生活上の困難を抱える自殺念慮のある区民に対し、パーソナル　サポーター　（相談者に寄り添いつなぐ人）が継続的な寄り添い支援を行い、新たな一歩を踏み出す援助を行うものです。 つなぐ「人」による連携です。
本人の問題を解決するため各相談窓口（心療内科、法テラス、ハローワークなど）に同行し支援します。
27年度からは生活困窮者自立支援法の施行により福祉部の事業として継続しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
足立区自殺者の自殺未遂歴（自殺で亡くなった方に自殺未遂歴があったかどうか）は、警察庁自殺統計によりますと２０％です。その未遂者を自殺に至る前に包括的な支援につなげ、自殺を防ぐことができれば、自殺者をさらに減らすことが可能となります。

未遂者支援については今年度区内26か所の救急指定病院を訪問する予定にしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまでの成果です。Ａさんの例です。
多重債務で悩み、不安で眠れなくなり、一人で酒を飲んでいると涙が勝手に出てくる。
死ぬしかないと思いつめていたところ、あだち広報で区が行う相談会を知った。
そこで弁護士に相談し破産することにした。あの時に相談会に行っていなければ今頃死んでいたかもしれない。
本当に助かった。一人で悩まずに誰かに相談することの大切さを知った。

広報紙、相談会、個別支援から問題解決につながったというＡさんの例でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
気づく　つながる　いのちを守る
あなたが気づくことで、救えるいのちがあります。�連携することで、救えるいのちがあります。�
SOSのサインを見逃さないように�「まさか」から「もしや」の視点をどうか持っていてください。
まさかとおもっていると家族であっても見逃してしまいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一人ひとりがゲートキーパーの意識で
　　　
複数の悩みがあると気づいたら必ず次の窓口につないでください。
職員は、「つなぐ」シートを積極的に使ってください。

連携して　いのちを守る
支援者同士の顔と顔がつながる連携をめざしましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後にまとめです。
自殺は追い込まれた末の死です。
その多くは、さけることの出来る死です。
今後も、さらにネットワークを強化しながら、足立区の「生きる支援」に取り組んでいきます。
ぜひ、一緒に対策が進められるよう、ご協力をお願いいたします。 
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